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「向こう三軒 両隣」

“ご近所との絆を取り戻そう”
運動 展開中！！

上野南部地区住民自治協議会広報紙 ４４号 令和元年 5月１５日

会 長 上野桑町 小 丸 勍 司

副 会 長 上野万町 竹 内 文 子

副 会 長 上野恵美須町 山 本 寛

副 会 長 上野茅町 馬 場 幸 雄

会 計 上野桑町 米田 美紀子（新任）

相談役兼監事 上野桑町 森 永 勝 二

相 談 役 上野東日南町 風呂矢 精二（新任）

監 事 上野池町 栗 本 了 一

事務局長 上野桑町 大 谷 泰 紀

事務局主事 上野茅町 宮 田 直 美

事務局員 上野東忍町 加藤 理恵子

平成３１年（2019）年度役員・事務局職員紹介
町 名 氏 名

上野愛宕町 池 澤 良 武

上野池町 角 田 克 巳

上野恵美須町 山 本 寛

上野茅町 馬 場 幸 雄

上野桑町 小 丸 勍 司

上野鉄砲町 林 隆 治（新任）

上野西忍町 内 田 和 夫

上野西日南町 中 森 秀 治

上野東忍町 大 窪 成 一

上野東日南町 森崎 喜代一

上野万町 森 田 文 彦

部会名 氏 名

自治・環境部会 山 本 寛

地域安全・女性部会 森 川 敏 秀

教育文化部会 米田 美紀子

きらきら福祉部会 浅井 佐代子

健康スポーツ部会 吉 永 幸 次

ときめき部会 木 宮 康 介

広報部会 上 田 文 司

平成３０年度 決算書

自治会長紹介 部会長紹介

支出の部 （単位：円）

項 目 予 算 額 決 算 額

１.運営事業費 1,242,000 1,440,193

２.自治会活動費 4,481,000 4,465,000

３.民生福祉活動費 50,000 21,782

４.防災活動費 50,000 11,345

5.生活安全活動費 170,000 136,133

６.教育文化活動費 300,000 249,050

7.健康スポーツ活動費 400,000 233,249

８.環境・美化活動費 100,000 75,307

９.広報活動費 150,000 113,590

10.女性部活動費 50,000 65,000

11.南部きらきら活動費 70,000 52,503

12.南部ときめき活動費 100,000 52,041

13.繰出金 421,000 421,000

14.次年度への繰越金 0 533,618

合 計 7,584,000 7,869,811

平成31年４月１日～令和２年３月31日

平成３１年（2019）度 予算書 ・事業予定

収入の部 （単位：円）

項 目 予 算 額 決 算 額

1. 地域包括交付金 6,633,000 6,633,000

２.公民館交付金 311,000 311,000

３.地区分担金 110,000 147,000

４.雑収入 270,283 519,094

５.繰越金 259,717 259,717

合 計 7,584,000 7,869,811

収入の部 （単位：円）

項 目 予 算 額 備 考

1.地域包括交付金 6,141,000 伊賀市地域包括交付金 6,141,000

2.公民館交付金 305,000 上野南部公民館事業交付金

3.補助金 282,000 キラッと輝け地域応援補助金 232,000 社協助成金５0,000

4.地区分担金 145,000 青パトロール車地区分担金10,000×11町 市民スポーツフェスタ分担金

5.雑収入 386,382 各部会研修等の参加費、選挙公報配付料、コピー料金等

6.繰越金 533,618 30年度からの繰越

合 計 7,793,000

支出の部 （単位：円）

項 目 予 算 額 備 考

1.運営事業費 1,242,000
事務用品、コピー機管理、ボランティア活動保険料、

運営委員・委員の実費支弁、各種事業協賛など

2.自治・環境活動費 4,652,000
伊賀市との協定による業務実施、交通安全指導、防犯灯

整備、ブロック別出前講座、選挙公報配付手数料等

3.地域安全・女性活動費 248,000
災害に強い安心なまちづくり、パトロールなど地域安全

防災訓練、避難所運営、防災備品管理、男女共同参画等

4.教育文化活動費 325,000 多文化共生及び人権講演会、視察研修など

5.きらきら福祉活動費 65,000 南部地区散策事業、世代間交流など

6.健康スポーツ活動費 433,000 住民ふれあいスポーツ活動、体力測定、健康講話など

7.ときめき活動費 293,000 南部散策冊子・マップ作製など

8.広報活動費 120,000 協議会だより発行、ホームページ管理など

9.繰出金 415,000 公民館会計、青パトリース会計へ繰出し

合 計 7,793,000

平成30年４月１日～平成31年３月31日

伊賀市が誕生して、早いもので１５年となります。

全国に先駆けて「自治基本条例」を制定し、「自ら

の町は自らが創る」を合言葉に、伊賀市住民自治協議

会が発足しました。

発足当時は多難な時もありましたが、伊賀市全域

では旧上野市地区に22の協議会が、旧伊賀町に３つ、

旧阿山町に４つ、旧大山田村に３つ、旧青山町に６つ、旧島ヶ原村に１つ

の合計３９ヶ所の自治協が活動しています。

住民自治協会は、伊賀市自治基本条例に定められた組織で、地域に住む

あらゆる人が自由に参加でき、身近に地域が抱える課題を話し合い、解決

できる場として、地域住民により自発的に設置されています。

上野南部地区住民自治協議会は、平成１７年４月２６日に発足し、

第１５回目の総会を迎えました。時代も平成から令和へ移り変わり、当上

野南部地区住民自治協議会も見直し改革の年となりました。今年度より、

昨年まで１２部会で活動をして参りました各部会も統廃合を行い、新体制

８部会でさらなる飛躍を目指して活動して参りたいと思います。

“向こう三軒 両隣 ご近所との絆を取り戻そう運動”のもと、安全で安心

できるまちづくりを目指して、平成５年から地域安全パトロール隊を結成

し青色回転灯パトロール車や徒歩パトロールでの町内巡視を２５年続けて

参りました。

伊賀市の庁舎が四十九町に移転し、この地域が益々変化してまいります。

中心市街地に重心をかけながらも、ゆめが丘地区との結節点として、時

代の先を見越した先進な発想で、この地域を皆さまと共に変革してまいり

ましょう。

自然災害の多かった平成の時代が終わり、やがて令和の時代も平和な時

代でありますように祈念いたします。

会長 小丸 勍司

会長就任のご挨拶

平成３１年（2019）年度 上野南部地区住民自治協議会第１５回定期総

会が４月２５日（木）上野南部地区市民センターで開催されました。

総会には、伊賀市から岡本市長、加藤上野支所長をはじめ、社会福祉協議

会より地域担当関係者が出席されました。

小丸会長の挨拶のあと、岡本市長の祝辞をいただき、議長に大仁田富美子

さんを選出後、平成３０年度の事業報告・決算報告が行われ、承認されまし

た。次に平成３１年（2019）年度のまちづくり計画書・事業計画（案）・

予算（案）についても審議され、全会一致で承認されました。

慎重な審議、ありがとうございました。

広報誌にて主要部分を掲載していますので紙面をもってご報告させていた

だきます。

平成３１年(2019）年度定期総会 開催


